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あらまし  我々は，ブログ集合から，旅行ブログエントリを自動的に検出し，さらに各エントリを地図上でアイ

コンとして表示するシステムを構築している．ある地点を訪れた複数の旅行者が，それぞれ旅行ブログエントリを

書いた場合，我々のシステム上ではある 1 点に多数の旅行ブログエントリが重なって表示されてしまうため，その

地点で何ができるのかがユーザにとって分かりにくいという問題がある．そこで，ある地点に関する複数の旅行ブ

ログエントリの要約を試みる．本研究では，エントリ中のテキストだけでなく画像も要約の対象とし，その地点に

おける代表画像付きの要約を出力するため，内容の理解が容易になると考えられる． 
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1. はじめに  

観光を支援する媒体として，旅行会社や政府の観光

局などが運営する観光情報サイトや，旅行ガイドブッ

ク「るるぶ」などが挙げられる．中でも，旅先の情報

を収集するために利用する情報源として，旅行ブログ

エントリが注目されている．旅行ブログエントリの利

点として，最新の情報や地元の人しか知らないローカ

ルな情報を入手することが可能である点が挙げられる．

そこで我々は，旅行ブログエントリを自動的に検出し，

各エントリを地図上にアイコンとしてマッピングし，

提示するシステムを構築している．このシステムは，

広島 P2 ウォーカーで公開されている "ぶらり広島電停

散歩 MAP1"に使用されている．図 1 に上記のシステム

を示す．このシステムにより，旅行ブログエントリを

地図上にマッピングすることにより，旅行ブログエン

トリの分布の可視化が可能となり，目的の地点につい

て述べられた旅行ブログエントリを容易に検索するこ

とができる．しかし上記のシステムでは，ある地点を

訪れた複数の旅行者が，それぞれ旅行ブログエントリ

を書いた場合，複数の旅行ブログエントリが集中して

しまい，これら全てを閲覧するには時間と労力を要す

る．   

そこで本研究では，ある地点について述べられた複

数の旅行ブログエントリの要約を試みる．複数旅行ブ

ログエントリの要約を行い，旅行者にとって有益な文

と画像を提示するシステムを構築する．これにより，

旅行者にとって，ある地点での特徴を迅速に捉えるこ

とができ，内容の理解が容易になると考えられる．さ

らに，文だけでなく画像も要約の対象とし，その地点

における代表画像付きの要約を出力するため，視覚的

に内容の理解が容易になると考えられる．  

                                                                 
1 http://p2walker.jp/peace/ja/blog/  

 

 

図 1: ぶらり広島電停散歩 MAP の動作例  

 

本論文の構成は以下の通りである． 2 節では関連研

究， 3 節では旅行ブログエントリの要約について，4

節では実験結果と考察について述べ， 5 節で本稿をま

とめる．  

2. 関連研究  

本研究の関連研究として，2.1 節では，テキスト要

約，2.2 節では，代表画像の選択，2.3 節では，旅行ブ

ログエントリの収集，2.4 節では，観光支援サービス

についての研究をそれぞれ紹介する．  

2.1. テキスト要約  

本節では，テキスト要約に関する研究について説明

する．McDonald[1]は，重要文抽出によりテキスト要約

を行っている．McDonald は，テキスト要約を，関連性，

冗長性，長さの 3 つを最適化させる問題として捉え，

貪欲近似法，ナップサック法，整数線形プログラム

(ILP)の 3 つの手法を適用している．ここで，関連性，

冗長性，長さを以下のように定義している．  

関連性  ：有益な文を含んでいる．  

冗長性  ：同じ情報をもつ文を含んでいない．  

長さ  ：長さが有界である．  



 

 

上記の最適化問題は，長さの制約の範囲内において，

関連性スコアを最大かつ冗長性スコアを最小にするテ

キスト要約問題として捉えることができる．本研究で

は，観光地における旅行ブログエントリの代表文とし

て 1 文のみ表示するため，上記の関連性のみ重視する． 

複数のブログエントリから要約を生成する研究と

して，安田ら [2]の研究がある．安田らは，ある地域に

関するブログエントリ内の単語の出現頻度により，文

のスコアを決定し，その後，スコアの高い文を抽出す

ることで要約を生成している．本研究では，テキスト

要約に加えて類似画像を出力するという点で安田らの

研究と異なる．  

Hao ら [3]は，確率的モデルに基づいて旅行ブログか

ら，ある場所の代表知識を採掘するための方法を提案

している．このモデルを使用して，彼らは 3 つのモジ

ュールを開発している．  

(1) クエリにより旅行先を推薦する  

(2) 代表タグとスニペットから，与えられた目的地

のための特性を要約する  

(3) (2)の要約に旅行ブログと関連画像を含ませ，よ

り目的地の情報を豊富にする  

本研究では，旅行先はシステムが提案するのではなく，

広島の観光名所における特徴を提供するという点で異

なる．  

 Wu ら [4]は，観光関連情報を要約するシステムを提

案している．ユーザが「Tian Tan の歴史的背景とは」

とクエリを入力した時，まず，クエリ内の観光スポッ

ト名を使用して，Wikipedia，Flickr，YouTube そして

観光 Web サイトから情報を取得する．その後，5 つの

カテゴリー「general」，「history」，「 landscape」，「 indoor 

scenery」，「outdoor scenery」にクエリを分類する．Wu

らの研究では，検索により様々なページから情報を獲

得し，要約を生成しているが，本研究では，旅行ブロ

グエントリを要約の対象とする．また，あるトピック

に関する複数のニュース記事から要約を生成する研究

として，Barzilay ら [5]の研究がある．Barzilay らは，

複数のニュース記事に多く出現する内容が，要約の生

成において重要であると考えている．本研究では，

Barzilay らと同様に旅行ブログエントリ内に多く出現

する単語が，要約において重要であると考える．  

2.2. 代表画像の選択  

本節では，代表画像の選出を行う研究について説明

する．川久保ら [6]は，単語概念に対応する視覚の地域

性を分析するために，地域別代表画像の選出と分析を

行う手法を提案している．川久保らは，まず，単語概

念に関する代表地情報付き画像の集合を用意し，

Mean-shift 法によって単語概念に関連する位置座標を

複数決定している．そして画像の位置情報と視覚特徴

量 の 両 方 を 考 慮 す る 画 像 ラ ン キ ン グ 手 法

(Geo-VisualRank)を用いて，地域別の代表画像を選出し

ている．また，田中ら [7]は，動画中のある画像が既知

である時，その画像が動画内の何フレーム目に位置す

るかを効率よく探索する手法を提案している．まず前

処理として，隣接するフレーム間のカラーヒストグラ

ムの比較によりカット検出を行い，その後，探索用代

表画像の選出を行う．田中らの研究は，動画の代表画

像の選出を目的としているが，本研究では，ブログの

代表画像を選出することを目的としている点で異なる． 

Gao ら [8]は，Flickr や Yahoo Travel Guide を利用して

ランドマークを識別する手法を提案している．また，

Ji ら [9]は，ランドマークを見つけるための手法を提案

している．彼らは，パリにおけるルーブル美術館のよ

うな特定の観光地にブログの画像をクラスタリングす

る手法を導入する．このとき，クラスタリング結果に

基づいたグラフを示し，PageRank[10]や HITS アルゴリ

ズム [11]のようなリンク解析手法を用いて，ランドマ

ークを発見する． Ji らは，ブログの画像のクラスタリ

ングを行い，ランドマークを発見する手法を述べてい

るが，本研究では，画像を用いて旅行ブログエントリ

の要約を行う手法を提案している点で異なる．  

2.3. 旅行ブログエントリ収集  

本節では，本研究で用いる旅行ブログエントリの収

集に関する研究について説明する．Nanba ら [12]は，

旅行者が旅行記を記述した旅行ブログエントリが，観

光情報を得るための有益な情報源であると考え，ブロ

グデータベースより旅行ブログエントリを自動的に検

出する手法を提案している．さらに Ishino ら [13]は，

広島県の観光を支援するために，電停に関する旅行ブ

ログエントリを検出する手法も提案している．本研究

で扱うブログエントリは，この手法により検出された

旅行ブログを対象とする．  

2.4. 観光支援サービス 

本節では，観光支援サービスに関する研究について

説明する．広島 P2 ウォーカーで公開されている "ぶら

り広島電停散歩 MAP"では，収集した旅行ブログエン

トリを地図上にマッピングすることで，どこに関する

旅行ブログなのかが視覚的に分かるようになっている．

なお，緯度，経度は人手で付与を行う．しかし，1 点

に大量の旅行ブログエントリがマッピングされると，

獲得したい情報を探すことが困難になる．そこで藤井

ら [14]は，旅行者が知りたい情報を効率的に閲覧する

ことができるようにするために，旅行ブログエントリ

を「見る」，「ショッピング」，「宿泊施設」，「経験・体

験」，「グルメ」，「菓子・スイーツ」の 6 つのタイプに

分類する手法を提案している．旅行ブログエントリに

出現する単語から，どのような内容で書かれた旅行ブ



 

 

ログエントリかを判断している．例えば，「グルメ」の

旅行ブログエントリには料理や食べ物の名前等が多く

出現している．イベントに関する情報を得たい場合，

「見る」や「経験・体験」，または「グルメ」をクリッ

クすると，イベントに関する旅行ブログエントリを閲

覧することができる．しかし，藤井らの研究では，複

数の旅行ブログエントリがある地点に集中した場合が

ある．そこで本研究では，旅行ブログエントリを要約

することにより，この問題を解決する．   

3. 旅行ブログエントリの要約  

3.1. システム概要  

図 2 に，提案手法のシステム概要を示す．旅行ブロ

グエントリから，代表文，代表画像を選出する方法と

して，文と画像のそれぞれに対してクラスタリングを

行う．その後，関連している文のクラスタと画像のク

ラスタを対応付ける．代表文と代表画像を対応付ける

だけでなく，クラスタ単位で対応付けを行うことによ

り，代表文により関連している画像を表示することが

可能になると考える．  

3.2 節では，複数の旅行ブログエントリから抽出し

た文のクラスタリングについて，3.3 節では，複数の

旅行ブログエントリから抽出した画像のクラスタリン

グについて，3.4 節では，文クラスタと画像クラスタ

の対応付けについて，3.5 節では，要約の生成につい

ての説明を行う．  

 

 

図 2: 代表文，代表画像を表示するシステムの概要  

3.2. 複数の旅行ブログエントリから抽出した文のクラ

スタリング 

本節では，旅行ブログエントリの文のクラスタリン

グについて説明する．まず，旅行ブログエントリを 1

文毎に分割する．次に，分割された旅行ブログエント

リに対して，形態素解析を行う．形態素解析を行う際，

旅行ブログエントリに含まれる，「名詞」，「動詞」，「形

容詞」の単語及び出現頻度を抽出する．これにより抽

出されたデータに対して，クラスタリングを行う．  

3.3. 複数の旅行ブログエントリから抽出した画像の

クラスタリング 

本節では，旅行ブログエントリの画像のクラスタリ

ングについて説明する．旅行ブログエントリから代表

画像の抽出を行うために，まず，旅行ブログエントリ

に存在する画像データの抽出を行う．次に，得られた

画像データに対して，Bag of Visual Words(以後，BoVW)

および Color Histogram を用いて画像の特徴量を抽出

する．さらに，抽出された特徴量を用いて画像のクラ

スタリングを行う．ここで，本研究で用いる BoVW，

及び Color Histogram について説明する．  

 BoVW 

BoVW とは，1 つの画像から複数の局所特徴をベ

クトル量子化してヒストグラム化したものであ

り，近年，物体認識技術において最もよく使用さ

れている技術である．本研究では，局所特徴とし

て SIFT を利用し，Dense sampling により特徴抽出

を行い，局所特徴をクラスタリングすることで代

表ベクトル (Visual word)を作成する．  

 Color Histogram 

色情報を素性として抽出する方法として，色の

HSV の値を使用する．HSV は，H(Hue/色相 )，

S(Saturation/彩度 )，V(Value/明度 )をそれぞれ表し

ている．色相はスペクトル上での色の位置を表し

ており，0 度から 360 度の角度により表される．

彩度は色の鮮やかさを表しており，明度は色の明

るさを示している．本研究では，H，S，V の値を

それぞれ 10，4，4 分割することで，160 色に減色

させ，ヒストグラムを計算する．  

3.4. 文クラスタと画像クラスタの対応付け 

本節では，3.2 節及び 3.3 節で得られた，文と画像の

クラスタリングを行った結果の対応付けについて説明

する．対応付けの手順を以下に示す．対応付けを行う

上で，旅行ブログエントリの 1 文の近辺に付与されて

いる画像は，関連性が強いと考えられる．そこで本研

究では，ある 1 文の前後の行の画像データの有無を調

査する．次に，対応付けを行う際，文と画像のクラス

タはそれぞれ多数存在する．本研究では，文を基準と

し，対応付けを行う．文を選択する上で，旅行ブログ



 

 

エントリ内に出現する頻度の高い単語がその地点を表

す単語と考えられる．したがって，その単語が含まれ，

かつ始めに表示される 1 文を代表文とする．この方法

で得られた 1 文の前後の画像データの調査を行うこと

によって，画像のクラスタとの対応付けを行う．以上

の対応付けの手順を図式化したものを図 3 に示す．  

また，関連している文と画像を対応付ける手段とし

て，2.4 節で述べた，藤井らの手法で分類された 6 つ

のタイプに着目する．タイプごとに分類された旅行ブ

ログエントリを利用することで，タイプに特化した情

報が得られると考えられる．タイプごとの旅行ブログ

エントリを利用することで，よりユーザの嗜好に基づ

いた情報を提供できる．  

 

 

図 3: 文クラスタと画像クラスタの対応付けの流れ  

 

 

3.5. 要約の生成  

対応付いた文および画像クラスタから代表文，代表

画像を選出し，要約を生成する．また， 2.1 節で述べ

たように，ある地点に関する旅行ブログエントリに多

く出現する単語は，その地点を象徴する単語であり，

有益であると考えられる．有益な単語は，旅行ブログ

エントリが多く出現するため，これを含む文が属する

文クラスタのサイズは大きくなる．したがって，最終

的に表示する代表文は，最もサイズの大きい文クラス

タの 1 文とし，代表画像は，その文クラスタに対応づ

いた画像クラスタの位置画像とする．  

4. 実験  

本節では，3 節で述べた提案手法の有効性を調べる

ための実験について説明する．4.1 節では，実験方法，

4.2 節では，実験結果と考察について説明する．  

4.1. 実験方法  

 データセット  

本節では，実験に使用するデータセットについて説

明する．広島に関する旅行ブログの収集方法として，"

広島駅 "，"原爆ドーム "など広島の観光名所の各名称 (7

件 )をクエリとして，Yahoo!検索 (ブログ )で検索を行い，

旅行ブログ 149 件を収集した．さらに，藤井らの手法

を用い，旅行ブログエントリをタイプ分類するととも

に，人手により緯度，経度情報や場所情報などを付与

し，旅行ブログエントリの持つ情報を拡張した．付与

された緯度，経度情報をもとに，"広島駅 "，"原爆ドー

ム "，"平和公園 "，"市民球場跡地 (広島菓子博 ) "，"広島

港 "，"厳島神社 "，"かきまつり "の 7 箇所を中心に旅行

ブログエントリを分類した．実験に用いる旅行ブログ

エントリのデータの詳細を表 1 に示す．  

 画像解析  

 Visual Word の作成を行う際，ランダムに選択した

600 枚の画像を用いる．そして，画像毎に特徴点のベ

クトルを収集し，ベクトル量子化してヒストグラムの

作成を行う．  

 クラスタリング  

 旅行ブログエントリ内の文，画像のクラスタリング

には，bayon2を用いる． bayon とは，汎用的に利用で

きるデータクラスタリングツールであり， "Repeated 

Bisection 法 "と "K-means 法 "に対応している．bayon が

採用しているクラスタリング手法は，所属するクラス

タが 1 つのみとなるハードクラスタリング手法である．

しかし，各クラスタとテキストとの類似度を測定する

ことで，複数のクラスタに所属するソフトクラスタリ

ングと同等の結果を得ることができる．なお，本研究

では，クラスタ数を 100 に設定する．  

                                                                 
2 https://code.google.com/p/bayon/  



 

 

表 1: 旅行ブログエントリのデータ  

地点  データ数 (件 ) 

広島駅  10 

原爆ドーム  15 

平和公園  5 

市民球場跡地 (広島菓子博 ) 37 

広島港  19 

厳島神社  49 

かきまつり  14 

 

4.2. 実験結果と考察  

本節では，3.4 節で述べた，テキストと画像のクラ

スタリングの対応付けについて述べる．文のクラスタ

リング結果の例を図 4，図 5 に，画像のクラスタリン

グ結果の例を図 6，図 7 に示す．  

文のクラスタリング結果として，クラスタ 1 では厳

島神社について，クラスタ 2 では宮島水中花火大会に

関連するクラスタを表している．また，画像のクラス

タリング結果として，クラスタ 1 では厳島神社につい

て，クラスタ 2 では宮島水中花火大会に関連する画像

が分類される．  

 

クラスタ 1  全 6 文  

・1400 年の歴史を誇る厳島神社。  

・拝観料 300 円を支払い中へ。  

・厳島神社  

・厳島神社は、推古天皇元年の年に創建  

・厳島神社の入り口と出口の造りが違います。  

・それでも厳島神社の出口辺りに  

図 4: 厳島神社に関連する文のクラスタ  

 

クラスタ 2  全 11 文  

・月・火・水と。  

・宮島水中花火大会  

・宮島水中花火大会  

・水中花火  

・【水中花火】  

・海面の花火玉が扇状に炸裂します  

・これぞ！ 水中花火！  

図 5: 宮島水中花火大会に関連する文のクラスタ  

 

クラスタ 1  全 16 画像  

 

 
 

図 6: 厳島神社に関連する画像のクラスタ  

 

 

 

クラスタ 2  全 6 画像  

 

 
 

図 7: 宮島水中花火大会に関連する画像のクラスタ  

 

次に，旅行ブログエントリの要約を表示するシステ

ムの代表文は， 3.5 節でも述べたように，サイズが最

大の文クラスタで，初めに表示される 1 文である．「厳

島神社」に関連する旅行ブログエントリに対するシス

テムの出力結果の例を図 8 に示す．3.5 節でも述べた

ように，表示される代表文は，図 4 における 1 文とな

り，表示された代表画像は，宮島の象徴でもある厳島

神社の大鳥居の画像が表示される．   

 

 

1400 年の歴史を誇る厳島神社。  

 

 
 

図 8: 厳島神社に関する文と画像の対応付けの結果  

 

本研究において，複数旅行ブログエントリの要約を

生成することが目的であるが，そのためには， 3.4 節

で述べた文クラスタと画像のクラスタの対応付けを正

確に行う必要がある．そこで，対応付けについて評価

を行うため，対応付けた文クラスタと画像クラスタ対

の正解率を求める．正解率の計算には式 (1)を用いる． 

 

正解率 =
正しく対応付いた文クラスタと画像クラスタ対

対応付いた全ての文クラスタと画像クラスタ対
(1) 

 

(1)式より，対応付いた広島の観光名所の全ての文ク

ラスタと画像クラスタ 433 対のうち，正しい対は 171

対であり，正解率は 0.395 であった．今回求めた正解

率が低下した原因として，本実験では，対応付いた全



 

 

ての文クラスタと画像クラスタのデータを使用したた

めであると考えられる．本実験の正解率の向上を行う

ために，人手により文クラスタと画像クラスタが正確

に対応付いているかどうかの調査を再度行う．人手に

より再度調査した結果として，画像と対応付いた文ク

ラスタ数 433 件のうち，図 9 のように適切でない文ク

ラスタが 104 件存在した．図 9 の場合，「宮島水中花火

大会」に関連する文クラスタが対応付かなければなら

ない．そこで，人手により判定を行った適切な文クラ

スタ 329 件を用いて再度正解率を求める．式 (1)を用い

て正解率を計算したところ，0.520 という結果が得ら

れ，適切な文クラスタのみを用いた結果より， 0.125

ポイントの向上が得られた．また本研究では，クラス

タ数の設定を行うことでさらに正解率が向上すると考

えられる．本研究において，bayon を用いてクラスタ

リングを行う際，旅行ブログの件数が多い地域，少な

い地域に関わらず 100 に設定している．そのため，旅

行ブログの件数が少ない地点では，クラスタ内に 1 つ

の文のみ存在するといった状況が見られた．以上によ

り，クラスタ数を旅行ブログの件数によって変更する

必要があると考えられる．各旅行ブログに対してクラ

スタ数の設定を行うことにより，正解率の向上が見込

まれる．次に，本研究において，代表文として表示す

る文は文クラスタの始めに表示される文としている．

これでは，代表文として適さない文が代表文に選ばれ

る可能性がある．この問題を防ぐために，生成された

文クラスタに対して，再度 bayon を適用することによ

り，最も適した文を代表文として表示することができ

ると考えられる．さらに，今後の方針として，図 1 の

システムに本研究の導入も考えている．しかし，本研

究では要約結果の評価を行っていないため，システム

の利用者に対して見当違いな情報を提供する可能性が

ある．したがって，生成された要約の評価に関しても

行う必要があると考えられる．  

また，イベントの期間中は，イベントに関する旅行

ブログエントリが増加すると考えられる．そこで，島

田ら [15]はイベントの時期にあわせて地図上に旅行ブ

ログエントリや動画をアイコンで表示させるシステム

を提案している．掲載期間内であればアイコンを表示

し，掲載期間外であればアイコンを表示しない．これ

を応用し，イベントの開催時期に，イベントのテーマ

に沿った旅行ブログエントリの要約を優先的にユーザ

に提示する．これにより，イベントに合わせた内容の

要約を表示することで，より地域の特徴を把握するこ

とができるようになると考えられる．  

 

 

 

文クラスタ  

・これは一人 840 円。  

・しかし物凄い行列だったし、昼にはもっと  

ボリュームームあるものを食べる予定だから  

仕方なく諦めました。  

・実は広島。タコもよく獲れるんですよ！  

・御座船もスタンバイしてるんですが、  

・シカなんですね～。  

・んん？？ちっちゃいんだけどぉ・・；  

画像クラスタ  

 

図 9: クラスタの対応付けが正しくない例  

 

5. おわりに  

本研究では，複数の旅行ブログエントリを要約する

手法を提案した．旅行ブログエントリの要約を行う手

順として，以下の 4 つのステップで行った．  

(1) 複数の旅行ブログエントリからの代表文抽出  

(2) 複数の旅行ブログエントリからの代表画像抽出  

(3) 代表文と代表画像の対応付け  

(4) 要約の生成  

対応付けを行った結果より，従来のシステムでは，

旅行ブログの URL のみ表示するのに対して，本研究で

は，旅行ブログエントリの代表文及び代表画像の表示

を行った．文字や画像を利用することで，視覚的に旅

行ブログエントリの内容を容易に理解することが可能

になると考えられる．  
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